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はじめに
　
岡本かの子の作品は「いのち」の文学だと語られることが多い。
作品に流れる「いのち」という主題だけでなく、歌、仏教、小説といった幅広い活動をしたことや、恋愛遍歴など、生き方そのものが精力的であったことも、こ 評を後押ししているのだろう。　
そのかの子は、生涯数多くの病に苦しめられていた。中でも、彼
女が歌を発表していた女性雑誌 青鞜」の一九一三（大正二）年一一月「編輯室より」に掲載さ た 「社員の岡本かの子さんはひどい神経衰弱になやまされて今岡田病院に入院してゐらつ や ます。で、あのやさしいお歌も見ることが出来ません」 いう「神経衰弱」という記述にもとづき、病跡学的見地から語られることが多かった。福島章『精神分析的作家論
　
愛と性と死』 （一九八〇・八
　
小学館）ではその生涯を、同じく福島章「岡本かの子の創造と他者
のもつ意味」 （ 「国文学解釈と鑑賞」一九八三・四
　
至文堂）ではナ
ルシシズムを中心に、高宜良・杉林稔「岡本かの子の病跡」 （ 「日本病跡学雑誌」二〇〇三・六
　
日本病跡学会）ではヒステリーという
観点から論じている。また、渡辺寛美「岡本かの子の創造性に関する臨床記号論的考―夢療法との関連において―」 （ 「上智大学心理学年報」一九九〇・三
　
上智大学心理学科）では、かの子の文学に踏
み込み、その創造性につい 言及している。　
自らの病について、かの子は次のように述べている。
　
私はまだ、眼も鼻も耳も悪い。方々の医者へ行つて、いやな
治療も度々する。それでも結局なほつては居ない。うるさいことだ。
 
（ 「私の日記」 「婦人画報」一九二二・二）
　
かの子自身は、肉体的な をいくつも抱え、通院や入院、手術、
療養などに忙しかったことが、様々な作品から判明している。特に短歌には、二〇代から晩年までの長きにわたり、病の歌が散見され
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るものの、論じられることは少ない。だが、これらの病の作品は、それぞれ 時代におけるかの子の歌の特徴を端的に表しているのである。本稿では、 「眼」 「耳」 「歯」 歌に注目し、その作風や発表時期などから、か 子の歌の変遷をたどり、短 創作と小説創作の接点を明らかにす ことを目的とす 。
一
　
眼
　
かの子の大きな眼は、 当時会った人々の心に強く残ったというが、
その眼は病魔に冒されていた。彼女を苦しめた数々の病の中で、最も早く罹患し、長きにわたり苦しめ れ、ついに完治に至らなかった病気は、七歳から八歳（一八九六～一八九七年）の時にかかったという角膜炎であった。その治癒のために尋常小学校を休学し、高津村二子の実家から京橋の仮宅 移り、京橋の宮下病院
( 注
(に入院した
という。その時のことを、か 子は「私の眼の症（やまい）は長いかわりに急に失明などの恐れがないといふので ほんの遊び半分、うちに居ると眼 毒な喰べ のや絵本を見度がるからお医者のそばにいつも置いたほ が好 といふやうなぶらぶら患者 し
( 1
(
」と、
当時それほど深刻な病状では かった 回想している。　
翌年には高津村の実家に戻り、小学校に再入学したことから、一
度は病状が落ち着いたと考えられるが、眼は完治したというわけではなく、退院後も「多血質 腺病質とがこんがらがつてゐて、腺病
質が亢じると視力がにぶることがありました
(3
(
」と振り返っている。
また、四〇代にいたって「今も既に眼のしんが痛み、偏頭痛が起つてゐる。毎年これを予防出来ない のかと苦心してきたが、どうにもならない
(4
(
」と、秋になると偏頭痛、胃腸病とともに悩まされてい
ると書い い　
当時、子どもの眼病は珍しいことではなく、その多くは接触感染
のトラホーム（トラコーマ
(5
(
）であった。一九〇九（明治四二）年の
東京麹町区内尋常小学校五校と高等小学校一校の眼病調査
(6
(
による
と、児童数一二一二名のうち、トラホームが八三名に対し、角膜炎は三名である。調査をした井上温は、この三名のうち 一名が腺病性角膜炎であるとし、 「腺病性の児童に於て屢々目撃する」 「非常の羞ま
明ぼ
しく涙が流れて患児は余程苦しむ」と説明している。また、瘢
痕を残して治癒するが、再発も多く、視力を妨げると指摘して 。その後のかの子の病状からも、幼少時にこの腺病性角膜炎に罹患したことが考えられる。　
後に「神経衰弱と、眼疾と読書慾。わたしはいまに失明するかも
しれない
(7
(
」と書いたように、生涯にわたって眼病に悩まされたかの
子であったが、 「眼病」をはっきりと詠んだ歌は 九一七（大正六）年二月の雑誌「ビアトリス
( 1
(
」に掲載された「後の涙」という一連の
一三首が最初である。
せきかねつとゞめかねつゝ別れたる後の涙ぞ眼をいためけれ何も見じ君と別れて眼を病むがなかなかにこそうれしかりけれ
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しばだたきうちしばだだき病める眼のかわきもあへず君想ひつつ君行ける空いづこぞと仰ぐさへえこそかなはじ病みいたむ眼はひとめさへ君の見えずて病める眼につれなく空の晴れにけるかな
　「ビアトリス」はすでに休刊していた「青鞜」の流れをくむ女性誌であり、短歌欄も「青鞜」と同様に恋の歌が多かった。この一連も恋愛歌であるが、主人公は「病める眼」を持ちながら、 「君」を思っているところが通常の恋愛歌と異な 。
逢ひたやと泣く涙みな毒としもなりて我眼のいたみ続くか病める眼にうらなつかしくやはらかくたそがれの来て月見草咲く病める眼にそつとのぞけばたそがれのくさむらがくり咲けるしらぎく
　
涙は毒となり、ますます眼を痛めつけ、眼に映るのは月見草や白
菊という地味な花である。眼を刺すような派手な色の花ではなく、淡い色合 の花は、痛む目をやわらげるのであろうか。
一滴の水薬ややに泌みて行く病む眼閉ぢつゝ虫の音を聞く虫なくよひとり都にのこされて病める女を知るや知らずや水薬と涙のしみの交りたる紅き手布も眼なれてぞ病む
　「水薬」は「一滴」とあることから、点眼薬、すなわち目薬のことであろう。江戸時代からあったといわれる目薬だが、それまで軟
膏状であったものを水状にして点眼するという形にした「精錡水」を、 岸田吟香が銀座に開いた売薬店「楽善堂」で販売 ことから、庶民の薬となった。かの子が「後の涙」を詠んだ頃には、一般家庭にも広く広まってい と考えられる。
眼とづれば一しほ我になつかしく親しく近しなく虫の声君来まさず宵のまゝなる羅にやや肌寒しこほろぎの声
　
先の「一滴の水薬」の歌と同様、歌の季節が秋であることがわか
り、かの子の「秋 なると眼病に悩まされる」という記述と符合する内容となっている。これら二首は「病める眼」を直接詠んでいないが、視覚ではなく「虫の声」 「こほろぎの声」と聴覚を表現しており、先の「虫なくよ」 歌と同様、眼の不自由なかの子の聴覚が敏感になっているこ を匂わせている。　
この一連は、 第二歌集『愛 なやみ』 （一九一六・二
　
東雲堂書店）
に「眼をやみて」と改題して収録された。初出時の「後の涙」と比較すると、 より「眼を病んでいる自分 を強調した題になっている。それではなぜ題 「後の涙」から 眼をやみ 」に変更したのだうか。まず、 「後の涙」では、別れの涙を歌った一連であ という印象を最初に受け 。したがっ その時に流した涙で眼病になったということになり 眼病は「眼を病むほど 悲しさ」を表した比喩であると捉えることができる。それに対し 「眼をやみて」という題ではどのよ な主人公像が浮かび上 るであろうか。米川千賀子は、この「ビアトリス」 掲載された「後の涙」の一連を、 「別
－ 17 －
れの涙で眼を病むほどの悲しみだけをひたすら訴える」と評している
( 1
(。
　
だが、 「涙」より眼を病んでいることを強調した「眼をやみて」
へ改題後は、 「別れの涙で眼を病む」ではなく、 「元来眼を病んでいた自分は恋をして、悲しい別れを経験する」ほどの悲しみ、つまり主題が「別れ」で なく「恋愛」であることがわかる。かの子の本意はここにあったの あろう。 「病める眼」 という言葉の多用からは、「病める眼」を持つ自分が、涙で悪化してもなお恋をするという姿が浮かび上がる。この悲劇的な恋愛を強調したいために、かの子は歌集収録時に「眼をやみて」と改題 たのではないだろうか。　
その後もかの子は眼病の歌を詠んでいるが、それまでの眼 の描
き方とは明らかに異なっている とに注目したい。
看護婦の上着の白のさわやかに病む眼に冴えて朝晴れにけり
（ 「病みつゝ」 「短歌雑誌」一九一七・一二）
つかれたる病後 眸に痛きまで日に ゞやけり白百合の花
（ 「七月」 「水甕」一九一九・八）
伊豆の山の秋風のなかにわが立ちて白きがあぜを眼にあてにけり
 
（ 「夏より秋へ」 「婦人公論」一九二四・一一）
　
ここには「君」の姿はなく、 病を受け入れた日常が歌われている。
看護婦の上着とガーゼの白色がとりわけ印象的であり、暗さよりも清々しさを感じる三首である。
この朝の剪りたての花あまりにもあざやけくして病む眼に ぼ
し
 
（ 「春病む」 「苦楽」一九二七・六）
　
第四歌集『わが最終歌集』 （一九二九・一二
　
改造社）に収録され
たこの歌は、 「眼をやみて」の一連に見られたような「地味な色の花」ではなく、 「鮮やかな色の花」 を詠むにいたっている。先の三首同様、かつての悲劇性は失われており、 「剪りたての花」からは病の深刻さではなく、むしろ生命力さえ感じるのである。　
一九二四（大正一三）年四月に「中央公論」に発表した「桜百首」
は、桜を題材にした一三八首を一挙に掲載す という、か 子の代表作の一つであるが、こ 中にも眼病の歌が含まれて る。
しばたたきうちしばたたき眼を病めるわれや桜をまともには見ず
　「桜百首」を論じる上でもあまり注目されてこなかった歌であるが、かの子は当時眼を病んでおり、まともに桜を見ることができないのに ほぼ心象で多くの桜の歌 詠んだ いう証 な のではないか。ここに「桜百首」にかけるかの子の執念を見るのであ 。　鈴木すゞえは、かの子の歌について「優秀な視力の持ち主ならば
気が付いて注視したくなるであろうはずの、モノ 非常に微細な部分の美しさ、面白さ、不思議さに着目した歌が ほとんど無い
(注1
(」と
指摘し、 「桜百首」の一連の歌をその例として挙げている。確かにこの「しばたたき」に桜の描写はなく、前出の「 やみて」 月見草と白菊も 「散る」 「咲く」 とするだけで、 細かい描写はないここの指摘に合致 ている。だが、 の子の眼が悪く、対象物を細
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く見ることができなかったというだけではなく、花や風景を細かく描写することよりも、それらを素材として用いるのが自分のスタイルであるとかの子が判断し、あえて描写しなかった、という解釈が「しばたたき」の歌からできるのではないだろうか。　
初期には病を恋愛を描く素材の一つとして用いていたかの子で
あったが、その後は病んだ眼 向き合う姿を客観視した歌を詠んでいく。眼病は、息子太郎が「晩年には、精神の疲労と過度の酷使によってほとんど失明寸前にあった」 （ 「母の業」 「婦人公論」一九五八・一一
(注注
(） と振り返っているように、 眼を酷使するかの子には、
最後まで深刻な病としてつきまとっていたが、その表現方法は次第に変化していったので る。
二
　
耳
　
同じ眼病をモチーフにしながらも、しだいに作風の変化がみられ
たかの子であったが、耳の病の歌においてはどのように変わったのであろうか。　「珊瑚礁
(注1
(」一九一八（大正七）年一月号に掲載された「落葉の音」
の一六首には、病に悩む心境が描かれている。
首かしげ君にもの聞く癖つきぬ耳やみてより十日経にけりただ君の声のみかよへこのままに耳あらぬ身とわれのなるとも君よ君よはや呼び返せわが耳は今ふたがるよはや呼び返せ
　
冒頭歌から、病に冒されたのは十日ほど前であり、聴力が落ちた
ため、 「君」に首を傾げてものを訊ねるほどになっていることがわかる。二首目、三首目は聴力を失っても、 「君」の声だけは聞 えていてほしい そして自分の耳が聞こえなくな 前に呼び返してほしいと、聴力を失うことと「君」を失う との二重の恐怖が歌われている。したがって、 「病める眼」 持ちながら「君」を思う前節の一連と同様の表現であり 病める耳 持ちながら「君」を思う女性の姿が浮かんでく　「音」を失いそうになるほどの耳の病は、 前出歌に「耳やみて十日」とあることや、これらの歌が発表された二年前の冬期に感冒からくる中耳炎が流行していたこと
(注3
(
、さらに歌の発表が一月であることか
ら、急性中耳炎である可能性 高 。
やがてまたわが身にあててさいなまんめすならびたる療院の棚かばかりのおそれに慄ふわが前に何か医
くすし
師の高く笑へる
おそろしき予覚に慄ふ療院の窓辺にちかき紅椿かな
　
詞書に「以下耳療院にて」とある歌から三首を引いた。かの子が
「メス」を見たのはこれが初めてであったのか。怖がる彼女に対し、医師は笑う余裕があるほど、当時の病状は深刻ではなかったと思われる。それでもかの子の恐怖は消えず、窓辺に咲く、血のような赤い紅椿を不吉な思いで見つめ のである。この「メス」を使った治療法は、おそらく膿を出すため 鼓膜切開であろう
(注4
(
。
　
また、その五年後の一九二三（大正一二）年二月一三日「読売新
－ 19 －
聞」朝刊掲載の「中耳炎が流行
　
皆感冒から併発」という記事では、
患者が多いため、 「諸所の耳鼻科病院は皆満員である」 「何分耳鼻専門の医院は割合に少ない為め何処も非常に多忙を極めている」と当時の耳鼻科病院不足が報じられている。このことからも、当時の中耳炎の流行をうか うことができる。　
一九二五（大正一四）年五月発行の『浴身』には、 「中耳炎嘆吟」
という初出不明 一二首が収録されている。
二た夜さの痛みの後のいまさらにわれやかなしき耳無しにしてうつらうつら見らく悲しもかそか雪かそけくし見つつ うとしわれ
　
一連には「耳無し」が三回、 「耳うとし」が五回使われている。
先の「落葉の音」に頻出していた「君」は登場しておらず、音 聞こえにくくなった自分自身を客観的に見つめる歌が続く。
静なるわが世とはなりぬ他人はみなもの言はずして動くなりけり耳うときわが静けかる日 暮 ていや静やけきたそがれは来ぬ
　
右の二首には、聴力の衰えた自分が、音のある世界から取り残さ
れていく姿が描かれている。術後の経過が思わしくなかっ のであろうか。ここには眼病の歌や「落葉の音」 よう 「君」を思う余裕はなく、世間と断絶された彼女の寂寥感が浮かび上って る。　
先の 「落葉の音」 は 『浴身』 に収録されておらず こ 「中耳炎嘆吟」
が収められている。歌集の作成時に、 「落葉 音」は「眼をやみて」
の二番煎じにも思えることから、収録を見送ったと考えられる。　
耳を病むことで、 「君」からだけではなく、世間から取り残され
る寂しさを味わったかの子は、それを歌に活かすことで病 向き合った。音のない世界は彼女を取り残すことはせず、むしろ歌の新境地へと誘った である。
三
　
歯
　
かの子は歯の病には晩年まで苦しめられたようである。様々な随
筆や書簡
(注5
(、座談会の記録
(注6
(にいたるまで「歯」に関する記述が残され
ている。歌も例外ではなく、 「青鞜」時代から晩年まで、断続的ではあるが、 「歯」を詠んだ歌を発表している。　
一九一三（大正二）年三月発行の「青鞜」に発表 た「ぬれし眼
のまま」一連の中に「虫歯」を詠んだ歌が見られる。
しくしくと虫歯のすこしうづくさへなつかし君を思ひ伏す夜は。
　
虫歯を気にしながらも「君」を思う姿 、前出の「眼病 「耳」
の初期の歌と重なるが、 「しくしく」という擬音が用いられことから、他の病 ような悲劇性は感じられない。
ことさらにほしいままなるくちづけをうくるがやうに歯のうづくかな。歯のいたみやや薄らぎてたそがれの雨すゞしくも降り出でにけり。
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同年七月の「青鞜」には、 「歯のなやみ」と題した二三首を発表
したが、 「歯」そのものを詠んだものはそのうち二首であり、他の歌は「君」を思いながら「淋しい」 「泣く」 「病みふす」となどといった平凡な表現に終始している。一首目は「くちづけを受けるように歯がうづく」としているが、 「歯 疼くような 」という表現が難解であり、モチーフに頼って無理に恋愛歌にした感は否めない。二首目は歯の痛みが薄ら だことで たそがれの雨」が心地よく感じることがよくわかり、一首目より「歯痛」と う言葉が生きている。　
かの子の「ぬれし眼のまま」の四か月後の「青鞜」において、柴
田かよが「づきづきとむし歯 い む初夏のまひるを紅く虞美人草の咲く」 （ 「泣きぬれし友の眸」 一九一三・七） 、 二年後 齋賀琴が 「白き歯 しだいに蝕まれ行 如く害はれたるわが心かも」
( 「冬のうた」
一九一五・二
(
を発表しているが、どちらも心象詠として成功して
いるとはいえず、 「歯」というモチーフを生かしきれていない。両者が「青鞜」でか 子の「歯」の歌を読み、試みてみたものの、その難しさを感じたのだろうか、その後、 「歯」をモチーフにした歌は「青鞜」に発表されていない。　
若山喜志子も「歯」を題材にした歌を詠んでいる。
歯を病みて医師にかよふ早春の道べの土手に咲けるたんぽぽ
（ 『筑摩野』一九三〇・一〇）
歯を抜きて唇のほとりの寒ければ言葉を惜む心おこれり
（ 「埴鈴集」 『現代短歌』第三巻
　
一九四〇）
歯のなきを忘れてはまた物を言ひ言ひつつひとり涙こぼせり歯のなくて萎みはてたる唇や強ひて物 へばぶあぶあと言ふ
（ 「補遺」 （歌集未収録）一九三九）
　
いずれも初出は不明であるが、 『筑摩野』の「歯を病みて」は大
正一二年の歌を集めた欄に収録されていることから、その年に詠まれた歌だということがわかる。これらの歌にかの子の影響があったかは不明だが、前出の柴田かよや齋賀琴の歌と比較する 、 「歯」というモチーフを巧く用いた、簡素ながらも印象に残 歌であるといえる。　
かの子が「歯のなやみ」以降に歯痛を詠んだのは、六年近くも後
のことであった 一九一九（大正八）年四月、 「水甕
(注7
(」に発表した「恥
と悔」の一八首の中に、久々に歯の痛みを詠んだ二首がある。
またひとつむしばみし歯もやふやふに黒みつつ身の恥まさり行くうづ 歯をひとつ含みて早春の野の朝風のなかにしも停つ
　
前出の「歯のなやみ」と異なり、 この二首は恋愛歌ではない。 「む
しばみし歯」を「身の恥」としながらも、 「早春の野の朝風」という爽やかな光景と組み合わせている ころがユニークである。　
一九二二（大正一一）年九月には、 「週刊朝日」と「婦人世界
に歯科治療の歌を発表している。
わが夫よわが子も聞けやうつそ身の骨を破らずばわれ癒えずと
－ 21 －
ふ。紅に燃ゆる鶏頭見てあればわが白骨がちらと見にけり。治療場 やがて砕くるうつそ身の白骨のひとつあざやかに見ゆ鶏頭はあまりに赤しわが狂ふきざしなるかもあまりに赤し。
　「週刊朝日」九月一七日号に、 「盛夏集」という題で掲載された一連は、 「白玉篇」三首と「自画像集」七首、胃を病んだ歌の「哀傷座吟」四首、 そしてこの最後の四首が「恐怖篇」となっている。 「恐怖」はそのままかの子の抜歯の実感だろう。
うつそ身のわがひとところとられたりむ ばめりとも我がひとこころうつそ身のわれより出でし血のにじむ綿真赤しよ昼の治療場茫然と空のひとこころ仰ぎたりわがうつそ身のひとところ無し
　「婦人世界」に掲載された「執着」と題した一二首の中の右の三首には「現身を惜しむ」という小題がついている。 「うつそ身」の自分からもぎ取られた歯は単なる肉体の一部分ではなく、自分のかけがえのない一部分なのである。その空虚感を、 抜歯した歯の「白」や止血の綿に滲んだ血の「赤」の色彩に具現化したところ 、以前の歯の病の歌から格段に進歩したといえるだろう。　前出の「紅に燃ゆる」以外の歌は、 『浴身』に「感傷篇」として
まとめられており、 「義歯」 （初出不明）という小題の三首に続く。
遠つ山のこごし岩根の黄金なまり歯となりてわれの口に忍びつわがものにあらぬつくり歯しかすがに含みつつややにわがもの
となるなるるてふことにならされ岩が根の黄金もなまりも口含みつつ
　
以上の三首を追加したのは、物語的に抜歯後の顚末を入れたかっ
たのだろうか。金の入れ歯をはめることになったかの子の違和感が素直に歌われている
(注1
(
。
　
この時期にかの子が歯科医院に通っていたという記述が随筆「日
記
　
梅雨の頃」 （ 「婦人画報」一九二四・四）にある。 「行けばかなら
ず機械におびやかされ、薬品の刺戟に合ふ。刺戟に弱い抵抗力の薄い私の心身 とつては大
マ
低な強迫ではないのである」と、治療に抵
抗を感じながら、 「担当の慶應歯科部長氏」 ついて次のように記述している。
　
氏は用捨なく治療の進路を定め、メスを取り、患部を刔ぐり
つくして、継ぎ埋め排除し補足する。 中略）氏は丁度難関にある私の歯の最も微細な部分に手をつけながら、片端からそれを頭で処理し分別して部下や看護婦に案を与える。しかも治療の手は長き時間に渡つていつも丹念深切である。
　
医師の人物像が鮮明に浮かび上がってくるのは、かの子が痛みを
伴う歯科治療の最中でありながらも、客観的な視点で観察しているからであろう。　
これらの経験は後に、 一九三八（昭和一三）年五月の「短歌研究」
において「抜歯譜」と題する歌として発表された。かの子の歯痛と治療の経験の集大成ともいえる八首である。
－ 22 －
わが肉体の一部の腐蝕截るとする歯科医の窓の花明りかもうつし身は注射の針にさされつつまなこは視つる外の面の花を父母所生の体の一部を截り捨つる心悲しさやすがすがしさや
　
腐蝕が進み、 肉体の一部である 「歯」 を抜くことになった 「主人公」
は、その最中に窓の外を見て思いをはせる。 「父母所生の体の一部」を失ったことは悲しいがどこか清々しい。
歯を抜きて口淋しけれこの夕魚やはらかく煮て喰べ る歯を抜きて口淋しけれこの夕うつつともなく見る桜花
　
病院から自宅へと場面が変わる。歯を抜いた淋しさが、ふとした
瞬間に表れるのである。
歯科医師はわが恐怖 ばいたはりて執りたまへども小刀は光に
 
場面は再び歯科医院に戻る。医師は気を遣いながらも、メスを執
って治療を進める。
わが母よお身が逝きける年近く生きて娘の春華やげり年々にわが悲みは深くしていよよ華やぐ命なりけり
　
抜歯は「肉体の腐蝕」 、すなわち「老い」であるという事実を突
きつける。母が没した年齢に近い年まで生きた「娘」ではあるが、まだ人生の春は終わっていない。年を重ねることで悲しいことは深くなるが、命はいっそう華や で くのである。　
塚本邦雄は、この一連を 身をあへて毀傷し流血をみたために、
彼女の詩心は常になく昂揚してゐたのであらう
(注1
(
」と評している。
　
八首目はこの後、小説『老妓抄』 （一九三八・一一「中央公論」 ）
の最後に、主人公の老妓の心境を表す歌として置かれた。一首のみで見ると「抜歯」との関係がないようなこの歌を、尾崎左永子は、先に『老妓抄』のために用意し、後で短歌八首の求めに応じて六首を作り、七首目につなぎとして「わ 母よ」 入れ、最後 八首目を加えたのではないかと述べている
(11
(
。
　
舘健一は八首目について、第三首から「この「悲しさ」は「年々
に」 「深く」なるばかりでなく、 「父母」に由来するものである」と捉えている。さらに「 「わが母」が「逝きける年近く」まで「年々」と老いゆく姿でありながらも 「悲しみ」が「深く」あることと「華やぐいのち」が対比されているところからすると、かの子は が身を未だ枯れぬ円熟の花と認め かったか」 歌に込められたかの子の心境に言及している
(1注
(
。
　
長期にわたる歯の治療体験が先の「感傷篇」や「抜歯譜」につな
がっていることは間違 な 。これらの歌には谷崎潤一郎の影響を認めることも可能である。　「歯」をモチーフにした谷崎の『病魔の幻想』は一九一六（大正五）年一一月、戯曲『白昼夢』は一九二六（大正一五）年九月、ともに
「中央公論」に発表された。 『病魔の幻想』は歯齦膜炎で苦しむ男性主人公の凄まじい歯痛の描写が続く ころが圧巻である。 若菜薫 、「谷崎のマゾヒスティックな感性の特徴を示すものとして、苦痛に対する強い関心がある」とし、 『病魔の幻想』を人物の劇 はなく
－ 23 －
知覚神経の劇だと指摘している。さらに、 「主人公が苦痛に苦しんでいるのか、苦痛を享楽しているのか分からないところ ある」と述べて
(11
(
。また、 『白昼夢』も歯痛を扱っており、舞台となって
いる歯科医院や、治療に用いる薬品や機械 細かい描写がある作品となっている。　
かの子が兄大貫晶川の友人であった谷崎を「私にとつては始めて
の神の畏れと一種の奇しき鬼気を与へ、常に遠き昔の故郷の大河を憶ふロマンチツクな対
マ
照マ
」
(13
(
として尊敬し、彼女の小説にもその影響
が見られることは指摘されているが
(14
(
、一時期は「歯」のモチーフを
手放していたかの子が、谷崎の作品を読み またこの経験を歌という作品に ようと思った一つの契機となったという可能性もある。　
さらに、 「抜歯譜」も谷崎作品の影響を仮定すると、 「歯」をモチ
ーフとして物語性を持たせた一連を作ろうとしたと考えることもできる。その中から、小説の主題にあった一首のみを抽出したのではないだろうか。すでに数作の小説を書いていたか 子が、展開を考えて歌の一連に物語性を持たせることは難しくないだろう。作歌の事実は不明であ が、その可能性を示唆しておき 。
おわりに
　
かの子が自由に歌を発表できたのは、舎弟制度の強い結社から離
れ、比較的自由な「珊瑚礁」や「水甕」 参加し、しがらみや制限
から解放されていたからであるといえるだろう。特に「病」の中でも異質な「抜歯」の歌が、 「短歌研究」のような短歌総合誌や、 「週刊朝日」 「婦人世界」などの大衆誌に発表されている点に注目したい。大衆誌に薬の広告や病 特集記事などが多くみられたことからも、読者にとって「病」は身近であり 共感を得られやすかった考えられるからである。つまり、結社誌 よう 限られた特定の読者ではなく 短歌愛好者全般 読む短歌総合誌や、不特定 数 読者を持つ大衆誌は、そうした「抜歯 という自由な歌の発表の場として有効であったと推察できる。　
木俣修が当時の結社の弊害について、 「個性を十分に伸展させ、
豊かにそれぞれの才華を羽ばたかせようとしても、その意志は結社のルールというものによって抑圧されざるを得なく った」 果、「短歌を没個性的なものにしてしまう大きな因となったといわなければならない
(15
(
」と指摘していることからも、発表場所に恵まれてい
たことからこそ、かの子の個性 強い歌が抑圧されなかっ といえる。　
その彼女の病の歌は、初期と後期では著しく異なっている。第二
歌集『愛のなやみ』の頃までは、 「君」との恋愛歌のモチーフとして用いられていた病が、次第に客観性を持ち、かつ物語性を持ち始めていったのであ かの子 歌 大きな変化が現れたのは、第三歌集『浴身』か が、 の変化 つ て、外村彰は『浴身』以降の歌を「仏教信仰によ 生命認識を得た精神の安定を顕著に示
－ 24 －
す」とし、 「恋愛を題材とした歌は極端に減り、 日常の境涯や「われ」と自然の生命相との融和 指向する歌が主流になった
(16
(
」と指摘して
いる。これまで取り上げた「病」の歌には、一九一七（大正六）年末から翌年頃にかけての歌 変化がみられ が かの子が生前に書いた年譜
(17
(の記述に一九一四（大正三）年には「生活を宗教の修業に
向け始む」とあ ことからも、そのころには信仰の影響 少なからずあったと思われる。　
また、この歌の変化については、一九一九（大正八）年一二月に
第一作目の小説である『 やの生立』 （ 「解放」一九一九・一二
(11
(
）を
発表していることから、歌風の変化が、小説執筆へ 関心 よってもたらされたという可能性も考えられる。　
夫一平は、かの子が小説を書くようになったの 作家を志しな
がら夭折し 兄・晶川の意志が働いていることを指摘している。少女期か 兄の影響を受け たかの子に って、 一九一二（大正元）年一一月の晶川 死か 、兄のかなえられなか た夢をかなえようと決意したと考える は自然である。また、一平は「か 女は宗教哲学の研究と体験で、人間と芸術を動かす原動力みたいなも に掘り当たつてしまつ 。 の女はそれ 文学で宣揚したい めと、かの女の複雑な生活経験は、つひに文学でも小説 形を採り上げざるを得なくなつ
(11
(
」と、 歌という形式にあきたらなくなったかの子が、
小説の道に進んだと回想 ている　
河野裕子は、 後期に写生的な歌が増えたことを意識的なものとし
内面へと主情的に向かおうとする従来の歌い方からの転身をはかるため、 「桜百首」で桜を歌うことによって、 「後に小説家としての冷徹な眼を持つきっかけを作ったのではないだろうか
(31
(
」と指摘してい
る。歌と小説との関連性に踏み込んだこの理解が、かの子の当時状況に最も近いのではない と思われる。　
かの子自身は小説について、 随筆 「歌と小説と宗教と
(3注
(」 において 「宿
命とも仇敵とも言ふべきものである、好きと言っても憎みの籠つた執愛である」とし、 「この道を通しての成功 なければ、あらゆるものに成功 いふこ を感じ くなつてしまふ ころの幸福に対する偏
マ
質者になるのがわれながら不愍に感ずる」 と、 小説に対する並々
ならぬ思い入れがあることを述べている。そ ように思い入れ ある小説を執筆する あたって、かの子が入念な準備と勉強をしたことは想像に難くな 。谷崎をはじめ、多くの作家の作品を読み 構成や書き方を学んだであろう。そうやって取り入れた、小説に求められる客観的な視点が歌に 反映されたと考えられる。　
そして、自らの最後の歌集と謳った『わが最終歌集』
（一九二九・一二）の後記「歌神に白す」には、 「あなたとお訣れして次の形式にわたくしを盛 事こそあ たへ対するわたくし 適確なスケジユールの履行と思へて らなくなつ 」と、歌との決別と小説への転向を表明してい 。これについては、野田直恵が『散華抄』 （一九二九・五） 成功から、小説家として立てる いう自信がこうした宣言に踏み切らせたことや、この宣言は「歌人〈岡本かの
－ 25 －
子〉を小説家〈岡本かの子〉として世間に認識させるという目的のもとに刊行された、戦略的な側面を持ったもの
(31
(
」であると考察して
いる。この指摘は、小説のために歌、すなわち自らの歌心さえ利用したというか 子のした かさと結びつけることもできる。　
だが、かの子は歌に別れを告げた後も、それを生涯手離すことは
なかった。それだけではなく、歌で培っ 表現は小説に取り入れられ、かの子の内部で強く結びつき 互いの成長を支え合ったのである。 「病」の歌が『老妓抄』に昇華されたように、かの子の作品世界は晩年に大きく花開い えよう。(
注(
現在も「宮下眼科病院」として京橋で開業している。
　　　
「
d
o
c
t
o
r
s
-
s
e
a
r
c
h
.
c
o
m 」の病院紹介に「先祖は明治二二年に
開業」という記述がある。
(
1( 「憶い出の美少年と美少女」 「婦人世界」一九二六・六
　
実業
之日本社
(
3( 「わが娘時代」 『池に向ひて』一九四〇・一一
　
古今書院
(
4( 「初秋の母の感懐」初 不明。第四随筆集『希望草紙』（一九三七・九）収録。
(
5(
伝染性慢性結膜炎。一九〇〇年頃から日本で大流行した。
(
6(
井上温『通俗眼病の記』 一一・六
　
東京眼科病院
(
7( 「日記
　
梅花の頃」 「婦人画報」一九二四・四
　
婦人画報社
(
1( 「青鞜」が当初挙げた 女性文芸雑誌」という理念を掲げ、
一九一六（大正五）年七月に創刊した。 （一九一七（大正六）年四月休刊） 。 「青鞜」の歌人も多く参加している。かの子は最多の九十九首を発表している。 （拙稿「女性雑誌「ビアトリス」の短歌」 （ 「昭和女子大学大学院日本文学紀要
　
第
二十三集」二〇一二・三）による。 ）
(
1(
米川千賀子「 『愛 なやみ』上巻の既視感・混沌・萌芽」 「短歌」二〇〇四・一
　
角川書店
(
注1(
鈴木すゞえ「岡本かの子のお洒落 「青山学院女子短期大学紀要」二〇 二・一二
　
(
注注(
熊坂敦子氏の調査による。
(
注1(
一九一七 （大正六） 年三月創刊、 一九一 （大正八） 年三月終刊。珊瑚社発行。結社雑誌ではあるが、結社外の歌人の作品（与謝野晶子、 茅野雅子、 若山木水、 前田夕暮ら）も掲載している。
(
13(
一九一六（大正五）年一月一三日付朝刊の「読売新聞」に、 「殊に鼻の詰まる風邪がいけません 「転がるほどずきずきと痛んで夜も寝られません」という記事がある。
(
14(
一九一九（大正八）年発行の「大日本耳鼻咽喉科會會報」六号「 「インフルエンザ」後ノ中耳炎ニ就テ （蔭山巌）に、 鼓膜ニ異常ヲ認メタル時ハ直チニ鼓膜切開ヲナス」という記載がある。
(
15(
一九二九（昭和四）年、かの子は朝日新聞社特派員としてロンドン軍縮会議の取材に赴く夫一平に伴われ、長男太郎や
－ 26 －
新田亀三、恒松安夫たちとヨーロッパへと旅立った。翌年、
 
太郎をパリへ残した後もイギリスやパリ、ドイツに住むが、その間に息子へ「ベルリンの家気にいらない。歯がいたい（一九三一・八・二） 」 、 「カラダだんだんよくなるがまだ歯がいたい（同・九・一） 」と書き送った手紙が残されている。 （岡本一平『母の手紙』 九四一・一二
 婦女界社）
(
16( 「女性宗教談」 （ 「読売新聞
　
一九三三（昭和八）年六月二五日）
にて、かの子は冒頭に意見を求められ、 「私は歯が悪いので食べるのに一生懸命です。食べつゝ話すこ はとても苦
マ
るし
くて」と話している。
(
17(
一九一四（大正三）年創刊の短歌雑誌。尾上柴舟を中心に創刊された。結社誌と の枠組 緩く、 自由な作歌を認めた。
(
注1(
この入れ歯については、 「私 日記」 （ 「婦人画報」一九二二・二）に、 「昨日から なやみと、入歯のいたみで御飯もよく喰べられな 」と書かれ いることから その後も痛みがあったと考えら る
(
注1(
塚本邦雄「 の書き沈む」 『岡本かの子全集第八巻付録』一九七六・四
　
冬樹社
(
11(
尾崎左永子『かの子歌の子』一九九七・一二
　
集英社
(
1注(
舘健一 「かの子文学を貫くもの― 「抜歯譜 から 「老妓抄」 へ―」「國學院雑誌」二〇一二・四
　
國學院大学
(
11(
若菜薫『大谷崎』二〇一一 九
　
鳥影社
(
23( 「往事を基調にして―最近の谷崎潤一郎氏―」 「新潮」一九二四・二
　
新潮社
(
24(
谷崎、伊藤整、武田泰淳、三島由紀夫、十返肇による「座談会
　
谷崎文学の神髄」 （ 「文藝
　
臨時増刊谷崎潤一郎読本」
一九五六・五）において、伊藤が「ぼくなんか読むと、岡本さんに一番谷崎さんの影響を感じるんですけれども」 、三島が「谷崎先生の作中人物が小説 書き出 たよう もんですね」 、武田が「とっても影響を受けてるね」と発言している。
(
25(
木俣修「近代短歌の結社 方法」 「國文学解釋と鑑賞一九七一・四
　
至文堂
(
26(
外村彰『岡本かの子
　
短歌と小説―主我と没我と―』
二〇一一・三
　
おうふう
(
27(
この年譜は年齢を四歳若く書いているが、 「母の死 翌年」とあることから、 一四（大正三）年とした。 （ 『現代短歌全集
　
第十七巻』一九二九・一二
　
改造社）
(
11(
近藤華子は、 『かやの生立』について「自らの生を 果てしなく追い求めていく女の姿 、かの子文学の最高傑作といえる『老妓抄』を じめ、後の作品に引き継がれていく」と、この作品にすでにかの子文学 特徴が見られていることを指摘している（ 『岡本かの子
　
描かれた女たちの実相』
二〇一四・九
　
翰林書房） 。
(
11(
岡本一平「かの子の歌の思ひ出」 「短歌研究」 九三 ・五
　
－ 27 －
改造社
(
30(
河野裕子「桜百首と『老妓抄』 」 「短歌」一九九〇・一二
　
角
川書店
(
31( 「文藝通信」一九三六・八
　
文藝春秋社
(
32(
野田直恵「岡本かの 『わが最終歌集』論―戦略としての一側面」 「日本言語文化研究」二〇一二・一二
　
龍谷大学
－ 28 －
